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考にしてみてはいかがでしょうか。

資料の「要約と特徴」の分析と執筆は、理工学術院 大河内 博 (第 1章 )、 スポーツ科学

学術院誉田雅章 (第2章 )、 社会科学総合学術院横野恵 (第3章 )、 文学学術院 高橋 透 (第

5章 )各先生にお願いしました。

2010年 10月 21日

学 生 部 長 島 田 陽
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